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道路（幅員6.0ｍ）高さ7ｍ程度の建物が建っている
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課題作成者

設計課題

○家族構成：40歳代夫婦、子供二人（女の子12歳・男の子10歳）、祖母75歳
○駐車スペースは考えなくてよい。
○必要な部屋の制限はない。各自が「住宅とは何か」を考え提案せよ。
○構造・法規・コスト・施工性等は考慮しなくてよい。

秋田建築デザイン専門学校
（建築設計科1年　11名） ＋

日　時　平成22年7月16日（金）10：00 ～ 16：00

場　所　アトリエももさだ

審査員 

石垣　 充 （秋田公立工芸短期大学産業デザイン学科　准教授）
伊藤　竹志（秋田建築デザイン専門学校建築設計科）
平野内常吉（秋田建築デザイン専門学校　非常勤講師）
加藤　一成（秋田建築デザイン専門学校・秋田公立工芸美術短期大学　非常勤講師）

高橋　省一（秋田建築デザイン専門学校　校長）

建築設計演習合同公開審査会

亡くなったお爺ちゃんが残してくれた桜の木のある敷地に住宅を設計せよ。

秋田公立工芸美術短期大学
（産業デザイン学科　建築・インテリアデザイン2年　5名）


